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■日 時： ２０１２年１１月２７日（火）   午後５時～６時４０分 

■会 場： 福岡アメリカン・センター TEL:092-761-6661 

       福岡市中央区天神２－２－６７ ソラリアパークサイドビル８階   

■モデレーター： ラルフ・コッサ氏 （パシフィック・フォーラムCSIS理事長） 

■講  師： ①ブラッド・グロッサーマン氏 （同 エグゼクティブ・ディレクター） 

       ②中山 俊宏氏 （青山学院大学 教授／元ワシントン・ポスト記者） 

■定 員： １００名  ※事前申込が必要です／定員になり次第、受付終了  

                                《日英同時通訳つき ・入場無料》     

 

「米国大統領・議会選挙と 
        日米同盟への影響」  

★ ★ ★ ★ ★ 特別シンポジウム ★ ★ ★ ★ ★ 

        U.S. Presidential and Congressional Elections  
                        and Implications for the U.S. –Japan Alliance 

在福岡アメリカ領事館広報部（福岡アメリカン・センター）は、ハワイに拠点を置くシ
ンクタンク「パシフィック・フォーラムCSIS」との共催で特別シンポジウムを開催します。
アジア太平洋地域の安全と安定のために日米同盟は重要な役割を果たしています
が、2012年米国大統領・議会選挙の結果を受けて米国の外交政策が今後どうなっ
ていくのかはすぐには見通しにくい状況です。また米国政府の財政状況や東アジア
の安全保障環境の変化、そして日本の政治状況などもこうした見通しをいっそう不
確かなものにしています。 
 
「アジア回帰」という米国の外交政策の実践と展望は大統領・議会選挙の結果に
よってどう変わりうるのか？ 財政的制約は米国のアジアとの関わり方にどんな影響
を与えるのか？ 東日本大震災後の日米協力でも示された安全保障面での連携を
両国はいかに強めていけるのか？ 日米の専門家がそれぞれの視点から論じます。
多数の出席お申し込みをお待ちしております。 
    
       ２０１２年１１月          在福岡アメリカ領事館広報部 

Ralph Cossa 

Brad Glosserman 

Toshihiro Nakayama 

★出席ご希望の方は、ファックス出席申込用紙で在福岡アメリカ領事館 
広報部へお申込ください。メール(FACprogram@state.gov)でのお申し込

みも可能です。（担当：宮内） 
★申込締切日は11月26日（月）です。ただし定員100名に達した場合は 
締切日前でも受付を終了致します。なお受講票は発行しませんのでお申し
込み後は会場に直接お越しください。 （満席の場合のみ連絡いたします） 

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/f/fa/Seal_Of_The_President_Of_The_United_States_Of_America.svg


《ファックス出席申込用紙》 申込み先：在福岡アメリカ領事館広報部（担当：宮内） FAX番号＝０９２－７２１－０１０９ 
メール (FACprogram@state.gov)での申し込みもできます。(定員１００名／満席になり次第、申込受付終了） 

２０１２年１１月２７日開催 『米国大統領・議会選挙と日米同盟への影響』  

 

  （１）出席者氏名（勤務先・学校名および役職）：   

   ■氏名（よみがな）           勤務先・学校名および役職 

                                          （                                        ） 

    ■氏名（よみがな）           勤務先・学校名および役職 

                                                  （                                        ） 

   ■氏名（よみがな）                                                                                勤務先・学校名および役職 

         

                                                           （                                          ） 

    （２）連絡先電話およびファックス番号、電子メールアドレス： 

  電話＝（     ）     －            ファックス＝（     ）     － 

  電子メールアドレス＝ 

  （３）通信欄： 

 

 

【 モデレーター・講師 略歴 】 
 
■モデレーター（司会進行） ラルフ・コッサ （パシフィック・フォーラムCSIS理事長） 

1966年から93年まで米空軍に在籍し、空軍大佐を経て、太平洋軍総司令官特別補佐官を最後に退役。その後、スタンフォード大学

フーバー研究所研究員、米国国防大学国家戦略研究所副所長を歴任。現在はARF専門家・賢人会議、米韓安全保障研究協議会、全

米米中関係委員会などのメンバーを兼任。アジア太平洋安全保障協力会議の創設メンバーでもあり、運営委員会の共同議長を務め

た。安全保障分野で40年間以上、米国の対アジア太平洋政策の企画・立案に携わっている。シラキュース大学卒業後、ペパーダイン

大学で経営学修士号、ナショナル･ディフェンス・インテリジェンス・カレッジで修士号（戦略研究）を取得。 
 
■講師① ブラッド・グロッサーマン （パシフィック・フォーラムCSIS エグゼクティブ・ディレクター） 

ジャパンタイムズ紙の論説委員を10年間務めたのち、現職。パシフィック・フォーラムCSISで国際会議の企画や出版のほか、ヤング・

リーダー・プログラムの責任者も務める。米国の外交政策とアジアの安全保障について多数の論文を執筆し、インターナショナル･ヘラ

ルド･トリビューン、ウォール･ストリート･ジャーナル・アジア、ジャパンタイムズなどの各紙にも寄稿多数。BBCやアジア各国のラジオで

定期的にコメンテーターを務めている。リード大学を卒業後、ジョンズ・ホプキンス大学高等国際問題大学院で修士号、ジョージ・ワシ

ントン大学で法務博士号を取得。 
 
■講師② 中山 俊宏 （青山学院大学国際政治経済学部  教授） 
ワシントン・ポスト紙極東総局記者、日本政府国連代表部専門調査員、日本国際問題研究所主任研究員、ブルッキングス研究所客員

研究員、津田塾大学国際関係学科准教授等を経て、2010年より現職。日本国際問題研究所客員研究員も兼任。専門はアメリカ政治・

外交と国際政治学。主な著書に『帝国アメリカのイメージ』（共著、早稲田大学出版部、2004年）、『米中関係』（共著、日本国際問題研

究所、2007年）、『世界政治を読み解く』（編著、ミネルヴァ書房、2011年）、『オバマ・アメリカ・世界』（共著、NTT出版、2012年）他。青山

学院大学大学院国際政治経済学研究科博士課程修了。 
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【会場案内図】  
福岡アメリカン・センター   電話: 092-761-6661 
福岡市中央区天神2-2-67 ソラリアパークサイド・ビル８階 

■警固公園・警固神社の横の「ソラリアパークサイド・ビル」８階です。
１階にローソンがあります。 
■三越デパートの５階から「アメリカン・センター連絡通路」を通って
来館することもできます。 
■保安上の理由で、会場へ飲み物を持ち込むことはできません。あ
らかじめご理解・ご協力をお願いします。 


